
児童生徒が主体となった
いじめ防止活動の推進

いじめの
未然防止の取組の
充実に向けて

　このリーフレットは、各学校において児童生徒が主体となったいじめ防止活動
が推進され、児童生徒を含めた学校全体でいじめの未然防止の取組が行われる
ことで、いじめが起きにくい、いじめを許さない環境づくりが実現されることを
目的に作成したものです。

　いじめはどの子供にも起こり得るという事実を踏まえ、全ての児童生徒を対象に、
いじめに向かわせないためのいじめの未然防止の取組として、児童生徒が自主的にい
じめの問題について考え、議論すること等のいじめの防止に資する活動に取り組む。

（青森県いじめ防止基本方針より）

青森県教育庁学校教育課

◆学校いじめ防止プログラムの充実

　学校全体でいじめの防止に組織的・
計画的に取り組むため、いじめ防止の
年間指導計画（学校いじめ防止プログ
ラム等）を作成することが必要とされ
ています。
　また、学校いじめ防止プログラムの
充実を図るためには、いじめの未然防
止の取組が着実に成果を上げているか
どうかについて、日常的に児童生徒の
行動の様子を把握したり、学校評価で
検証したりして改善につなげるなど、
いじめ防止のためのPDCAサイクルを
確立しておくことが重要です。

学校いじめ防止プログラムの充実に活用できる資料があります。

【県教育委員会ホームページ（生徒指導支援）URL】
http://www.pref.aomori.lg.jp/bunka/education/seitosido.html

【主な資料】
 「いじめ対応の手引き」

【学校いじめ防止プログラム例】

「ネット安全利用啓発リーフレット」
（小学生用） （中学生・高校生用）

現在、学校がいじめ防止の取組として実施しているものを時系列に沿っ
て記載します。なお、列の項目について、上記「時期」、「実施内容等」以
外は適宜設定するとよいでしょう。
【実施内容として考えられるもの】
■児童生徒を対象としたもの
　・いじめ問題に関する授業（学級活動・ホームルーム活動）
　・児童会、生徒会が行ういじめ防止に関する取組
　・いじめ防止に関連する学校行事（情報モラル教室等）
　・その他（地域で行うもの等）
■いじめの早期発見等に関する取組
　・いじめのアンケートや個人面談（教育相談）
■定期的に実施されるいじめ防止に関する会議等
　・学校評議員会、学校いじめ対策委員会、生徒指導会議
■PTAや地域と連携した取組
　・見守り活動（あいさつ運動等）

・基本方針の確認と共通理解
・第1回学校いじめ対策委員会

・学級開き（人間関係づくり・学級のルールづくり）
・保護者への「いじめ防止対策」説明及び啓発
・教職員の振り返りチェック実施
・「より良い学校生活を送るため」のアンケート実施
・教育相談活動
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・1・2年生対象学期を振り返ってアンケート
・教育相談活動
・第12回学校いじめ対策委員会

・いじめ防止基本方針の見直し
・生徒指導の情報交換（個々の状況）
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各学校での取組

いじめ防止についてみんなで考えよう！ 児童生徒が主体となった

いじめ防止の取組

　県教育委員会では、いじめの未然防止の取組の充実に向けて、児童生徒が主体となって活動するいじめ防止の
取組の推進を図る事業を平成30年度と令和元年度の2年間実施しました。

　児童生徒主体のいじめ防止の取組を重点的に行う推進校を9校指定し、各学校が推進校の取組を参考にしながら
いじめ防止活動の更なる充実を図りました。

令和元年度の取組推進校 取　　組　　事　　例

平内町立
東平内中学校

いじめを防止するために必要な行動について、学級内でのグループディ
スカッションや全校集会での話し合いを行い、行動宣言としてまとめた。

子どもたちが仲良くなり、いじめが起こらない学校を目指し、相手の気
持ちが温かくなる言葉（ふわふわ言葉）を広める活動を行っている。

お互いのよさを認め合う活動によりいじめ防止を推進するため、各学級
で対象児童のよいところを級友が次々と話す「ほめ言葉のシャワー」を
行っている。

いじめに発展しそうな場面で周囲の生徒がどのように行動すべきかをグ
ループで話し合い、それを寸劇にして発表し、全校生徒で共有した。

いじめをしない、させないための学級のめあてを決め、学級及び廊下に
掲示して確認するとともに、児童総会で各学級のめあてを発表した。

異学年との交流を通して、全校児童が安心して学校生活を送ることがで
きる雰囲気づくりをするため、縦割り班による徒歩遠足やあいさつ運動
を行った。

ネットいじめやネットトラブルの未然防止に向けて、生徒が意見を出し
合い、スマホ・携帯電話使用の金木高校オリジナルルールを作成した。

全校生徒がいじめ事例について様々な視点から考えるワークを通して
いじめへの理解を深めたのち、いじめ防止に向けた標語を作成した。

児童生徒のよりよい人間関係の形成を目的としたソーシャルスキルト
レーニングや自分や友達の頑張りを認める「ほめ日記」の作成に取り組ん
でいる。

五所川原市立
松島小学校

黒石市立
黒石小学校

十和田市立
大深内中学校

むつ市立
大平小学校

八戸市立
西白山台小学校

県立金木高等学校

県立三戸高等学校

県立
八戸第一養護学校

その他の取組事例
■生徒が企画・制作・出演したSNS上のいじめ事例の動画を教材として、正しいSNSの
使い方について考える「スマホ・ケータイ安全教室」を実施した。
■相手と目を合わせて気持ちのよいあいさつをすることで相手を思いやる気持ちを育てる
ことを目的として、時期を分けて、各委員会、各学年、各学級単位であいさつ運動を行っ
ている。
■各学級でいじめ防止について話し合い、いじめ未然防止スローガンを作成した。また、
学期末に各学級で取組に対する振り返りを行った。

取組の成果や児童生徒の感想取組の成果や児童生徒の感想
●自分たちで活動を考えたことにより充実感を味わうことができた。自分たちででき
ることを考えて実行に移すことがいきいきとした学校をつくるのだと思った。

　（松島小学校）
●児童がいじめについて考える機会となり、いじめを根絶しようという雰囲気をつく
ることができた。（黒石小学校）

●いじめを止める方法は数少ないと思っていましたが、みんなで考えてみるとたくさ
んの方法があり驚きました。自分も勇気をもって声をかけてあげたいです。

　（大深内中学校）
●相手の気持ちを考えることの大切さに気づき、この気持ちがいじめ防止につながる
と感じました。（西白山台小学校）

●「いじり」と思っていた行為も「いじめ」になると実感した。
●各生徒がいじめ事例について考えたことで、他の生徒との関わり方について考えな
おすよい機会となった。（三戸高校）

むつ市立大平小学校 県立金木高等学校

県立八戸第一養護学校
平内町立東平内中学校

教室掲示用
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